
㍑
唯
怖
破
女
性
的
な
る
美
の
根
源
ε
そ
の
内
容
に
つ

、レ

て

藤
原
時
代
の

美
術

天
　
　
　
野

茂
　
　
　
時
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一
、
緒
　
言

二
、
女
性
的
な
る
も
の
の
根
源

三
、
女
性
的
な
る
も
の
の
内
容

四
、
藤
原
時
代
の
美
術

五
、
結
　
　
論
、

　
　
　
　
一
、
緒
　
奮

　
　
H
　
は
じ
め
に

　
日
本
美
術
史
の
年
代
区
分
に
於
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
　
　
　
　
　
始
　
　
　
　
　
蒔
　
　
　
　
　
代
）

区
分
が
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
縄
文
式
時
代
、
彌
生
式
時
代
、
古
墳
時
代
、

一
（
維
古
）
　
　
（
奈
良
時
代
～
　
　
（
卒
安
時
代
）

飛
鳥
時
代
．
白
鳳
時
代
、
天
平
時
代
、
貞
観
時
代
、
藤
原
時
代
、
鎌
倉
時
代
、

（
室
　
　
町
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
　
　
戸
　
　
昨
　
　
代
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
、
昭
和
）

足
利
時
代
、
桃
山
時
代
、
寛
文
時
代
、
寛
政
時
代
、
明
治
時
代
、
現
代
と
に
区
分

す
る
。
こ
の
各
時
代
の
美
術
を
研
究
す
る
と
、
各
時
代
ご
と
の
特
異
性
が
明
確
に

浮
び
上
が
つ
て
来
る
。
そ
し
て
そ
の
時
代
々
々
の
特
異
性
の
中
に
於
い
て
、
最
も

女
性
的
な
る
美
術
の
出
現
し
た
時
代
は
、
藤
原
時
代
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異

論
は
な
い
が
、
当
時
代
の
美
術
が
何
故
に
女
性
的
で
あ
つ
た
か
の
根
源
及
び
そ
の

1
女
性
的
で
あ
る
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
な
が
ち
明
に
さ
机
て
い
る
と
依
い

わ
れ
な
い
の
で
、
私
の
主
題
は
此
の
点
を
追
究
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
又

こ
の
女
性
的
な
る
、
藤
原
時
代
の
美
術
が
、
吾
国
の
国
風
発
揚
の
美
術
の
一
時
代

を
画
し
て
い
る
こ
と
も
、
主
題
に
附
加
し
て
研
究
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
目
　
時
代
区
分
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜥
北
允
、
代
）

　
飛
鳥
時
代
以
来
永
く
続
い
た
、
朝
鮮
、
支
那
と
の
交
通
も
、
字
多
天
皇
の
寛
平

六
年
（
八
九
四
）
に
、
菅
原
遮
実
の
建
議
に
よ
つ
て
廃
止
と
な
り
、
彼
と
我
と
の

交
通
は
大
い
に
衰
え
、
そ
の
結
果
は
彼
の
地
の
模
倣
も
薄
ら
ぎ
、
急
転
直
下
し
て
、

吾
国
の
国
風
発
揚
の
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
時
代
ま
で
の
異
国
趣

味
豊
か
で
あ
つ
た
も
の
よ
り
も
、
心
奥
か
ら
吾
国
の
民
族
性
に
合
致
す
る
も
の
が

芽
生
え
て
、
且
つ
こ
れ
を
求
め
る
喜
び
を
、
喜
び
と
す
る
時
代
が
現
出
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

あ
る
。
即
ち
こ
の
時
代
が
所
謂
藤
原
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
藤
原
時
代
は
約
三
百
年
脚
続
い
て
、
ま
こ
と
に
日
本
趣
味
の
豊
に
し
て
、

優
雅
な
る
美
術
文
化
を
形
成
し
た
が
、
つ
い
に
平
家
滅
亡
（
二
八
五
）
に
よ
り
、

源
頼
朝
が
鎌
倉
に
蕪
府
を
開
き
、
建
武
元
年
（
二
二
三
四
）
北
条
氏
が
亡
び
、
政

権
は
一
時
朝
廷
に
奉
遺
さ
れ
て
、
所
謂
建
武
中
興
と
な
つ
た
。
こ
の
平
家
滅
亡
か

ら
憩
武
中
興
ま
で
の
間
を
藤
原
時
代
に
続
く
、
鎌
倉
時
代
と
す
る
。
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こ
の
徽
倉
時
代
は
、
藤
原
陣
代
以
前
の
虹
く
、
再
び
支
那
（
宋
）
　
1
と
0
交
湿
左

回
復
し
、
i
彼
の
地
の
文
化
を
招
来
し
て
、
特
別
の
美
術
文
化
を
形
成
す
る
に
至
つ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
〇
代
）

　
藤
原
時
代
の
約
三
百
年
間
の
年
代
区
分
を
考
え
る
の
に
、
そ
の
上
隈
を
、
醍
醐
天

皇
の
延
専
元
年
（
九
〇
一
）
に
と
り
、
そ
の
下
隈
を
平
家
滅
亡
の
元
暦
二
年
（
一

一
八
五
）
に
と
る
こ
と
」
し
た
で
こ
の
九
〇
一
年
－
二
八
五
年
の
約
三
百
年
間

の
美
術
文
化
が
、
二
言
に
し
て
、
吾
国
の
美
術
史
上
に
於
い
て
、
最
も
女
性
的
な

る
も
の
を
鏡
出
し
て
お
り
、
且
つ
吾
国
の
国
風
を
発
揚
し
た
時
代
で
あ
る
と
こ
ろ

に
、
日
本
美
術
史
上
の
特
異
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
美
術
史
に
於
い
て
、
各
時
代
の
美
術
の
特
異
性
が
明
に
ぎ
れ
る
根
源
を
考
え
る

と
、
そ
の
時
代
の
宗
教
及
び
政
治
に
影
響
を
受
け
た
そ
の
時
代
の
国
民
の
生
態
度

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
表
題
の
論
旨
を
す
∫
め
る
に
あ
た
つ

て
、
先
す
藤
原
時
代
の
宗
教
か
ら
考
え
た
い
。

　
　
　
二
、
女
性
的
な
る
も
の
の
根
源

　
　
H
　
藤
原
時
代
の
宗
教

　
藤
原
時
代
の
宗
教
、
特
に
仏
教
で
あ
る
が
、
こ
の
仏
教
が
如
何
な
る
宗
教
で
あ

つ
て
、
美
術
文
化
に
如
何
に
影
響
を
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
た
め
先
す
藤
原

時
代
前
の
貞
観
時
代
か
ら
考
え
た
い
。

　
貞
観
時
代
の
主
な
る
仏
教
思
想
は
、
密
教
（
秘
密
教
）
思
想
で
あ
つ
た
。
こ
の

密
教
思
想
は
、
八
世
紀
の
始
め
に
、
印
度
か
ら
支
那
に
流
伝
し
た
仏
教
の
一
派
で

あ
つ
て
、
吾
国
に
も
す
で
に
貞
観
時
代
以
前
に
、
そ
の
一
部
分
が
伝
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
は
貞
観
時
代
に
な
つ
て
、
唐
か
ら
帰
朝
（
八
〇
六
）

し
た
、
室
海
に
よ
つ
て
独
立
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
真
言
宗
が
そ

牝
で
あ
る
ひ

　
最
澄
も
ま
た
唐
よ
り
帰
朝
（
八
〇
五
）
し
て
、
密
教
思
想
．
の
多
分
に
ふ
く
麦
れ

て
い
た
天
台
宗
を
開
い
た
こ
と
は
、
史
書
に
も
明
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
密
教
思
想
は
、
一
切
を
最
高
仏
（
大
日
如
来
）
の
化
現
と
し
て
一
「
現
象

即
実
在
」
を
．
教
理
の
根
本
義
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
積
極
的
な
力
を

甫
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
一
面
に
力
の
宗
教
と
さ
え
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

密
教
の
仏
、
菩
藤
等
は
、
顕
教
の
そ
れ
と
は
異
つ
た
力
の
表
現
に
勝
つ
て
、
特
に

仏
の
力
を
象
徴
す
る
明
王
部
を
、
（
註
一
）
従
来
の
仏
、
菩
薩
、
天
の
三
部
の
他
に

設
一
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
註
一
　
明
王
都
は
葱
恕
形
に
表
わ
さ
れ
る
が
通
常
で
あ
つ
て
、
如
来
の
教
令
を
受
け
真
言

　
　
　
の
法
を
宣
布
し
恋
恕
の
相
を
あ
ら
わ
し
化
導
し
難
い
衆
生
を
調
伏
す
る
諾
尊
の
こ
と

　
　
　
で
あ
る
。

　
こ
の
密
教
思
想
は
、
特
に
美
術
を
尊
重
し
た
宗
教
で
あ
つ
て
γ
曼
陀
羅
図
、
仏

像
彫
刻
を
見
る
と
、
従
来
の
も
の
に
更
に
幅
と
深
さ
を
加
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
図
に
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
く
、
仏
像
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
相
は
神
秘
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
、
森
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
様
相
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
彊
は
、
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
代
の
仏
像
に

fig.050301.pdf
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は
見
ら
れ
ぬ
肥
満
し
た
も
の
で
、
全
身
に
力
の
充
実
を
具
え
て
お
る
。
し
か
し
こ

の
力
の
充
実
は
、
天
平
時
代
の
塊
（
冒
富
ω
）
－
内
的
充
実
－
－
的
表
現
と
は
相
違
し

て
、
量
（
く
o
巨
昌
Φ
）
－
外
形
的
－
的
の
表
現
に
推
移
し
て
い
る
の
で
、
　
一
面
官

能
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
概
し
て
重
厚
1
で
あ
り
、
森
厳
で
あ
る
。

　
か
」
る
表
現
自
体
は
、
密
教
々
義
に
よ
つ
て
、
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
も
当
時
代
の
仏
像
に
使
用
し
た
材
料
は
、
ぼ
と
ん
ど
が
木
材
を
使

用
し
、
そ
れ
が
コ
木
造
」
と
称
さ
れ
る
一
本
の
木
材
か
ら
刻
み
出
さ
れ
て
い
る
。

又
そ
の
彫
法
の
技
法
に
於
い
て
は
、
所
謂
翻
波
式
刀
法
と
い
わ
れ
る
技
術
に
よ
つ

て
衣
榴
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
貞
観
様
式
の
特
異
性
を
表
現
し
て
い
る
も

の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
を
感
す
る
。

　
　
註
　
第
∴
図
、
如
意
輸
観
音
像
（
木
造
彩
色
）
観
心
寺

　
斯
様
に
美
術
に
対
し
て
も
貞
観
様
式
を
形
成
し
た
こ
の
密
教
思
想
は
、
つ
い
に

は
神
仏
の
融
合
に
於
い
て
も
益
々
そ
の
度
を
高
め
て
、
神
仏
同
化
的
仏
教
の
実
1
を

拳
げ
、
天
台
、
真
言
の
隆
盛
は
、
そ
の
極
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
密
教
思
想
は
、
藤
原
時
代
と
な
つ
て
も
依
然
と
し
て
仏
教
の
主
流
と
な

り
、
南
都
諦
大
寺
も
そ
の
色
彩
が
濃
く
な
り
、
や
が
て
は
祈
藤
教
と
な
つ
て
、

宮
廷
や
貴
族
と
密
接
な
関
係
を
保
つ
に
至
つ
た
。
一
方
仏
寺
の
経
営
は
、
国
家
か

ら
離
れ
て
貴
族
に
移
り
、
一
身
一
家
の
た
め
に
寺
院
は
建
立
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

試
に
藤
原
氏
関
係
の
仏
寺
を
調
べ
て
み
る
と
、
忠
平
の
法
性
寺
、
帥
輔
の
楊
厳
院
、

為
光
の
法
住
寺
、
兼
家
の
法
興
院
、
遣
長
の
法
成
寺
、
頼
通
の
平
等
院
等
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
中
で
も
遭
長
の
法
成
寺
は
、
最
も
よ
く
当
代
宗
教
の
特
性
を
傭
え
て

お
り
、
そ
れ
は
あ
だ
か
も
東
大
寺
が
奈
良
時
代
の
仏
教
を
代
表
し
て
い
る
閨
係
に

比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
と
こ
ろ
が
、
遂
に
比
叡
山
で
特
殊
な
浄
土
教
を
生
み
出
す
に
至
つ
た
。
四
種
三

昧
は
天
台
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
る
行
法
で
あ
る
が
、
慈
覚
大
師
ぼ
叡
山
に
常
行
三
味

堂
を
建
て
、
常
行
三
昧
の
遭
場
と
し
た
。
こ
れ
は
阿
彌
陀
如
来
を
本
尊
と
し
て
の

念
仏
三
味
で
あ
つ
て
、
こ
」
に
既
に
室
也
上
人
（
九
（
U
三
－
－
九
七
二
）
の
念
仏
行

の
興
る
基
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た
。
こ
の
阿
彌
陀
如
来
の
信
仰
は
既
に
奈
良
時
代
の

初
期
即
ち
白
鳳
時
代
に
始
ま
り
、
天
平
時
代
に
至
つ
て
は
、
光
明
皇
后
に
篤
信
の

徴
が
著
し
く
、
’
平
安
時
代
、
特
に
藤
原
時
代
に
入
つ
て
隆
盛
を
極
め
た
。
延
暦
寺

中
興
の
慈
恵
大
師
良
源
（
九
二
一
．
丁
九
八
五
）
は
村
上
、
円
融
、
一
条
諾
天
皇
の

帰
依
を
う
け
、
天
台
座
主
に
も
な
つ
た
人
で
あ
る
が
、
良
源
は
始
め
叡
山
が
余
り

に
も
密
讃
的
祈
薦
に
は
し
り
過
ぎ
て
い
る
の
を
矯
め
て
、
天
台
本
来
の
数
学
に
引

戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
西
方
願
生
の
信
仰
は
叡
山
に
き
ざ
し
た
浄
土
思
想
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ん
ほ
い

具
体
化
し
て
川
流
の
祖
と
仰
が
れ
、
仏
塾
首
楽
で
あ
る
梵
唄
を
仏
事
荘
厳
の
た
め

ば
か
り
で
は
な
く
、
布
教
の
方
便
と
し
て
、
大
原
流
声
明
業
の
基
と
も
な
つ
て
い

る
。
こ
の
良
源
の
高
弟
に
、
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
－
一
〇
一
七
）
が
出
て
、

「
一
乗
要
決
」
を
著
し
、
一
切
衆
生
悉
皆
戊
仏
の
義
を
明
ら
か
に
し
、
中
年
に
至

つ
て
、
「
往
生
要
集
」
の
名
著
を
出
し
た
。
こ
れ
は
阿
彌
陀
念
仏
に
麗
す
る
経
典

の
要
文
を
集
め
た
も
の
で
、
一
心
称
念
の
念
仏
を
熱
烈
に
勧
め
、
叡
山
数
学
の
中

か
ら
浄
土
念
仏
門
の
独
立
す
る
基
礎
を
開
い
た
、
日
本
浄
土
教
史
上
の
最
も
重
要

な
る
文
献
で
あ
る
。
こ
の
「
往
生
要
集
」
の
主
眼
は
、
こ
の
世
を
稜
れ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
ん
ぐ

し
て
厭
い
離
れ
る
、
厭
土
稜
土
と
、
称
名
念
仏
に
よ
る
、
欣
求
浄
土
を
説
く
と
こ

ろ
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
㌧
か
ら
恵
心
僧
都
に
は
、
阿
彌
陀
信
仰
に
つ
い
て
の
種
々
な
る
伝
説
が
現
在

に
も
残
つ
て
い
る
。
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－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盲
そ
ク
て
・
～

　
概
え
ば
天
倉
法
華
の
行
者
と
し
て
の
身
徳
に
よ
り
、
兜
率
天
に
生
れ
る
よ
う
に

と
の
彌
靱
菩
薩
か
ら
の
使
者
を
断
つ
て
、
観
音
の
迎
え
に
よ
り
、
阿
彌
陀
の
極
楽

に
往
生
し
た
と
い
う
が
如
き
が
そ
の
一
例
で
あ
つ
て
、
こ
∫
か
ら
極
楽
思
想
が
生

じ
て
い
る
。
こ
の
極
楽
澤
土
と
い
わ
れ
る
も
の
を
阿
彌
陀
経
に
よ
り
摘
訳
す
る

と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
是
よ
り
酉
の
か
た
拾
万
億
の
諾
仏
の
国
土
を
遇
ぎ
た
処
に
一
つ
の
世
界
が
あ
つ
て
極
楽

　
　
と
い
う
。
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
仏
が
在
し
て
教
え
を
説
き
給
う
。
そ
の
国
に
あ
る
者
は
苦

　
　
み
あ
る
事
を
知
ら
ず
諾
々
の
楽
し
み
ば
か
り
受
け
て
居
る
の
で
極
楽
と
呼
ぶ
。
そ
の
国

　
　
に
は
金
、
銀
、
青
玉
、
水
晶
を
以
て
飾
つ
た
七
重
の
欄
干
、
七
重
の
羅
網
、
七
重
の
並

　
　
樹
が
あ
る
。

　
　
そ
こ
に
は
叉
七
宝
の
池
が
あ
つ
て
八
種
の
功
徳
を
具
え
た
水
が
充
満
し
底
に
は
黄
金
の

　
　
砂
を
布
か
れ
、
池
の
四
辺
に
は
金
、
銀
、
瑠
璃
、
水
晶
を
組
合
せ
た
階
遺
が
あ
り
、
之

　
　
を
登
り
つ
め
た
処
に
楼
閣
が
あ
つ
て
金
、
銀
、
瑠
璃
、
碑
礫
、
赤
珠
、
瑠
璃
を
以
て
飾

　
　
ら
れ
て
あ
る
。
池
の
申
に
は
車
輸
の
よ
う
な
蓮
華
が
咲
き
青
色
の
花
に
は
青
光
あ
り
黄

　
　
色
の
花
に
は
黄
光
あ
り
赤
色
の
花
に
は
赤
光
あ
り
白
色
の
に
は
白
光
あ
り
微
妙
香
潔
で

　
　
あ
る
。
ま
た
空
に
は
天
楽
の
調
べ
が
聞
え
大
地
は
黄
金
に
輝
き
昼
夜
六
時
に
は
華
び
ら

　
　
が
降
り
、
其
の
国
の
人
々
は
花
皿
に
之
を
盛
つ
て
他
方
の
十
万
億
の
諸
仏
に
供
養
す
る
。

　
　
叉
こ
の
国
に
は
種
々
奇
妙
な
る
白
鵠
、
孔
雀
、
鶏
鵡
、
舎
利
、
迦
陵
頻
伽
、
共
命
な
ど

　
　
の
鳥
が
昼
夜
六
時
に
妙
音
を
以
て
鱒
り
そ
の
声
は
五
根
、
五
カ
、
七
覚
分
、
八
聖
道
分

　
　
を
示
す
響
き
で
あ
る
。
又
こ
の
国
で
は
微
風
が
吹
い
て
諸
々
の
宝
珠
を
飾
つ
た
羅
組
を

　
　
動
か
せ
ぱ
百
千
種
の
微
妙
の
音
楽
を
一
時
に
合
秦
す
る
が
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
浄
土
教
が
隆
盛
に
な
つ
た
原
因
と
し
て
、
死
後
の
世
界
を
西
方
浄
土
に
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

め
せ
し
め
、
西
方
浄
土
の
往
生
を
教
義
の
根
本
と
し
て
い
た
の
で
、
或
い
は
往
生

　
、
　
　
、
　
、

浄
土
宗
と
も
称
し
て
い
る
。
し
か
も
西
方
浄
土
へ
の
往
生
は
只
念
仏
を
称
名
す
る

ζ
と
に
よ
つ
て
可
能
な
る
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、
之
は
面
倒
な
現
諭
或
い
は
難
斤

に
よ
ら
な
い
こ
と
を
本
旨
と
す
る
こ
と
に
、
そ
の
発
展
の
原
因
の
一
端
が
見
出
さ

れ
る
。
従
つ
て
美
し
い
西
方
浄
土
の
様
相
を
表
現
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
の
で
、

仏
像
、
仏
画
に
特
殊
の
表
現
形
成
が
戊
立
し
た
の
は
当
然
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
藤

原
時
代
の
人
々
の
生
態
度
に
大
き
い
影
響
を
与
え
、
そ
の
結
果
特
殊
な
る
美
術
の

現
わ
れ
た
こ
と
は
首
肯
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
藤
原
時
代
の
人
々
が
、
こ
の
浄
土
教
に
よ
つ
て
求
め
た
、
極
楽
澤
土
は
各
種
の

宗
教
の
中
に
於
い
て
、
最
も
大
き
い
構
想
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
光
最
を

書
く
の
に
美
辞
麗
句
を
聯
ね
て
、
雄
大
雄
揮
で
あ
る
と
共
に
、
楽
園
此
の
上
も
な

い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
て
こ
れ
が
美
術
的
表
現
に
至
つ
て
は
如

何
に
優
麗
で
あ
る
か
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
藤
原
時
代
の
人
々
は
、
こ
の
浄
土
に
往
生
せ
ん
こ
と
を
、
ひ
た
す
ら
祈
願
し
続

け
て
い
た
の
で
、
現
世
に
於
け
る
仏
寺
阜
、
の
も
の
も
西
方
浄
土
の
如
き
構
造
と
、

装
飾
を
ぼ
ど
ご
し
、
安
置
さ
れ
た
阿
彌
陀
如
来
の
慈
悲
、
円
満
具
足
な
様
相
の
前

に
、
専
心
法
悦
の
境
に
誘
わ
れ
た
人
々
で
あ
る
か
ら
、
繊
紬
に
し
て
、
甘
美
な
る

宗
教
と
な
つ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
斯
様
な
宗
教
が
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
藤
原
時
代
は
、
賛
族
は
勿

論
、
共
他
の
一
般
人
も
、
決
し
て
雄
・
大
な
る
も
の
、
即
ち
男
性
的
な
る
も
の
で
は

な
く
て
、
女
性
的
な
る
性
格
を
よ
り
多
く
有
し
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
∫

か
ら
藤
原
美
術
の
女
性
的
な
る
も
の
が
形
戊
さ
れ
た
根
源
の
一
因
を
考
え
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
○
　
藤
原
時
代
の
政
治
と
国
民
の
生
態
度

．
遣
唐
使
の
廃
止
は
吾
国
を
鎖
国
と
い
う
環
境
に
置
か
れ
た
の
で
、
吾
国
民
は
従
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来
経
験
を
し
た
上
う
な
強
い
刺
戟
か
ら
遠
ざ
か
つ
た
。
そ
牝
と
同
時
に
吾
が
貴
族

の
間
に
一
．
種
の
白
H
覚
を
生
す
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
は
内
政
と
祭
政
と
の
管
理
の
た

め
に
、
純
粋
な
る
大
和
の
理
想
の
再
生
を
基
礎
と
し
て
、
吾
国
の
体
系
を
創
り
出

す
べ
く
努
力
し
た
の
で
あ
つ
て
、
戸
」
∫
に
も
吾
国
の
国
風
発
揚
の
時
代
と
い
わ
れ

み
一
因
を
知
る
の
で
あ
る
。

．
遣
唐
使
の
廃
止
は
、
一
応
吾
国
の
国
外
か
ら
の
遮
断
で
あ
る
の
で
、
吾
国
が
島

の
よ
う
な
家
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
し
と
工
な
る
。
従
つ
て
国
外
か
ら
の
侵
路

も
な
く
し
て
、
吾
国
の
平
和
時
代
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
勢
の
も
と
に
於
い
て
、
国
内
的
に
は
藤
原
鎌
足
以
来
の
名
門
で
あ

る
藤
原
氏
が
権
威
を
保
持
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
権
風
保
持
に
つ
い
て
は
、
幾
多

の
事
件
が
あ
つ
た
こ
と
は
史
書
に
明
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
例
と
し
て
「
延

喜
の
獄
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
延
喜
の
獄
に
於
い
て
勢
力
の
あ
つ
た
旧
氏

族
ぼ
排
擦
し
つ
く
さ
れ
て
、
天
皇
の
下
に
は
、
唯
王
族
と
藤
原
氏
と
の
二
あ
る
の

み
と
な
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
藤
原
氏
は
こ
の
王
族
の
排
擦
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
著
し
い
事
例
は
、
既
に
陽
成
帝
廃
立
の
場
合
に
萌
さ
れ
て
居
る
。
（
註
大
鏡
参
照
）

斯
様
に
し
て
朝
廷
に
は
唯
だ
藤
原
氏
の
あ
る
の
み
と
な
つ
た
。
か
く
他
の
諾
氏
が

消
失
し
て
、
藤
原
氏
の
み
が
政
治
の
衝
に
当
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
従
来
諾
氏
族
に

分
散
し
て
居
つ
た
政
治
的
権
力
が
消
失
し
て
藤
原
氏
に
の
み
集
注
し
、
之
を
外
に

し
て
は
権
力
の
増
加
拡
大
と
な
り
、
之
を
内
に
し
て
は
権
力
の
充
実
強
固
と
な
つ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
政
治
上
の
特
権
が
多
衆
貴
族
の
手
よ
り
、
唯
一
貴
族
の
手
に

移
つ
た
時
は
、
勢
い
天
皇
の
大
権
を
も
侵
害
せ
ね
ば
止
ま
な
．
い
の
で
あ
つ
た
。

　
朝
権
の
す
べ
て
は
藤
原
氏
に
帰
し
た
。
そ
の
証
と
し
て
高
位
顕
官
は
、
い
す
れ

も
藤
原
氏
の
人
々
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
貞
信
公
忠
平
め
．
一
族
に
つ
い

て
見
る
も
（
大
鏡
巻
三
嵐
平
の
粂
参
昭
一
）
う
な
づ
く
こ
と
が
牌
来
る
。
こ
o
こ
と
ば

朝
廷
に
於
け
る
生
活
、
若
し
く
は
政
治
上
の
運
営
の
総
て
が
藤
原
氏
に
よ
つ
て
遂

行
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
従
つ
て
当
時
の
文
化
も
ま
た
藤

原
氏
を
申
心
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
つ
た
。

　
特
に
遣
長
に
あ
つ
て
は
、
自
H
ら
白
翌
室
の
外
戚
、
即
ち
外
祖
父
と
な
つ
て
、
そ
の

位
は
摂
政
関
白
の
高
き
に
昇
る
に
至
り
、
そ
の
権
勢
は
臣
家
と
し
て
の
極
に
達
し
、

し
か
も
富
は
宏
大
な
る
荘
園
を
領
し
て
、
そ
の
生
活
は
豪
著
を
極
め
、
耽
美
的
生

活
を
営
む
こ
と
・
な
り
、
「
こ
の
世
を
ば
わ
が
世
と
称
し
て
、
望
月
の
か
げ
た
る

こ
と
も
な
い
し
と
詠
じ
た
の
は
、
道
長
が
自
づ
か
ら
得
意
の
境
遇
を
称
し
た
の
で

あ
つ
て
、
－
実
に
朝
野
羨
望
の
中
心
、
後
人
栄
達
の
目
標
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
当
時

の
右
大
臣
小
野
宮
実
資
が
、
自
づ
か
ら
そ
の
日
記
に
「
当
時
太
閤
（
遣
長
）
徳
如
二
帝

王
一
、
世
之
興
亡
、
只
在
二
我
心
一
、
興
二
果
王
一
其
志
相
同
」
と
、
そ
の
栄
華
の

状
を
記
し
た
の
は
無
稽
塗
言
草
で
は
な
い
。
か
く
て
藤
原
一
門
は
廟
堂
の
要
職
を

占
め
る
に
至
ケ
、
貴
族
階
級
が
絶
大
な
る
権
力
を
独
占
し
得
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
当
時
の
世
襲
制
度
は
、
こ
の
貴
疾
階
級
を
絶
対
的
階
級
に
し
て
し
ま
つ
た
の
で

あ
る
。
婁
言
す
れ
ば
、
貴
族
階
級
に
対
決
す
る
階
級
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
後
の
徳
川
時
代
に
於
け
る
士
族
階
級
も
上
位
階
級
で
あ
り
、
世
襲
制
度
で
あ

つ
た
が
、
し
か
し
町
人
階
級
が
相
対
し
て
い
た
の
で
、
藤
原
時
代
の
絶
対
貴
族
階

級
と
は
、
お
も
む
き
を
異
に
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
貴
族
階
級
は
桃
源
夢
こ
ま

や
か
に
昇
平
無
為
で
あ
つ
た
の
で
、
み
、
の
甘
美
な
夢
想
的
な
生
活
を
か
き
乱
す
国

政
上
の
諾
問
題
に
は
携
る
こ
と
が
な
く
、
政
治
の
根
本
で
あ
る
、
経
世
済
民
の
務

め
は
、
専
ら
下
位
の
も
の
に
委
ね
ら
れ
て
、
か
く
の
ご
と
き
有
用
な
る
務
め
の
如

き
ぱ
低
級
な
も
の
で
あ
り
、
不
純
な
も
の
で
あ
る
と
さ
え
思
わ
れ
て
い
た
。
従
つ
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て
そ
の
結
果
は
、
財
用
の
処
理
や
武
器
の
使
用
等
は
、
た
じ
下
賎
の
階
級
に
の
み

適
し
た
仕
事
で
あ
．
る
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
裁
判
の
管
理
さ
え
も
が
、
下
層
な
る
身
分
の
も
の
の
手
に
移
さ
れ
た
。
彼
，
の
国

々
の
国
司
の
如
き
は
、
殆
ん
ど
が
首
都
で
あ
る
京
都
に
て
そ
の
生
活
を
お
く
り
、
・

そ
の
任
地
の
務
は
、
代
理
人
や
従
僕
の
輩
に
委
ね
た
ま
∫
が
普
通
で
あ
つ
て
、
こ

れ
を
誇
り
と
し
て
、
国
司
の
中
に
は
京
都
よ
り
任
地
に
足
を
踏
み
出
し
た
こ
と
の

無
い
の
を
特
意
と
し
た
者
さ
え
あ
つ
た
と
い
う
。
斯
様
な
状
態
で
あ
つ
た
か
ら
、

朝
廷
は
寧
ろ
政
治
よ
り
も
、
宮
廷
を
中
心
と
し
た
杜
会
に
於
け
る
自
ら
の
地
位
で

あ
り
、
交
際
の
場
と
な
つ
た
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
従
つ
て
寧
ろ
貴
族
階
級
の
真
面
目
な
仕
事
は
、
詩
歌
や
管
弦
、
さ
て
は
美
術
に

見
出
す
こ
と
よ
り
他
に
遺
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
」
か
ら
生
活
は
麗
著
と
い

わ
れ
、
一
文
弱
に
堕
し
た
と
評
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
反
面
に

於
い
て
、
貴
族
達
の
情
襟
は
淳
化
さ
れ
、
感
覚
は
洗
練
さ
れ
て
、
か
つ
て
の
時
代

に
見
な
い
風
雅
な
生
活
が
営
麦
れ
た
こ
と
は
官
然
で
あ
る
。
こ
の
風
雅
な
生
活
か

ら
藤
原
美
術
の
女
性
的
な
る
も
の
が
現
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
藤
原
時
代
の
女
性
的
な
る
も
の
の
根
源
を
宗
教
、
政
治
、
生
態
度
か
ら
考

察
し
た
が
、
．
ご
の
西
方
浄
土
思
想
か
ら
、
．
叉
貴
族
階
級
の
生
活
か
ら
は
決
し
て
男

性
的
な
邉
し
い
も
の
は
生
れ
て
来
す
、
そ
れ
は
女
性
的
な
る
も
の
が
現
串
し
て
く

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
三
、
、
女
性
的
な
る
も
の
の
内
容

　
．
は
じ
め
、
に

　
女
性
に
と
つ
て
、
最
も
幸
禍
で
あ
る
た
め
の
要
素
は
、

　
先
す
女
性
が
そ
の
素
質
、
或
い
は
そ
の
能
力
を
養
う
こ
と
の
出
来
る
社
会
で
あ

る
こ
と
。

　
次
ぎ
に
、
か
く
し
て
養
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
女
性
が
、
杜
会
的
に
尊
重
さ
れ
る
時

代
で
あ
る
こ
と
。
一
。

　
そ
し
て
、
男
性
と
の
関
係
に
於
い
て
、
結
婚
或
い
は
恋
愛
に
対
す
る
教
養
が
行

き
わ
た
づ
て
い
．
る
こ
と
。

　
以
上
の
条
件
が
満
足
さ
れ
る
杜
会
に
於
い
て
こ
そ
、
真
に
女
性
の
幸
福
な
時

代
で
あ
る
。
こ
の
条
件
に
つ
い
て
、
藤
原
時
代
の
杜
会
に
於
い
て
は
、
女
性
は
如

何
な
る
地
位
に
置
か
れ
て
居
た
か
　
　
貴
族
の
生
活
を
中
心
と
し
て
観
察
す
る
こ

と
に
な
る
が
　
　
そ
れ
は
女
性
に
と
つ
て
、
幸
禍
な
る
べ
き
多
く
の
条
件
を
備
え

て
い
た
。
平
和
時
代
が
久
し
く
継
続
し
て
、
白
河
の
花
見
、
殿
上
の
月
見
、
或
い

は
詩
歌
管
弦
、
そ
の
他
宗
教
、
美
術
、
・
文
学
、
是
等
を
そ
の
生
活
の
対
象
と
し
て

屠
た
当
時
の
貴
族
の
間
に
於
い
て
、
女
性
が
必
ら
す
し
も
悲
観
す
べ
き
地
位
に
置

か
れ
て
居
な
か
つ
た
事
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
直
接
政
治
に
与
つ
て
い
る
の
は

男
子
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
杜
会
で
な
、
前
述
の
如
く
、
左
程
欧
治
は
重
き
を
な

し
て
は
い
な
か
つ
た
し
、
そ
れ
に
宮
廷
が
之
も
前
述
し
た
如
く
、
交
際
的
な
杜
会

で
あ
つ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
女
性
の
杜
会
的
地
位
は
、
比
較
的
幸
福
で
あ
つ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
藤
原
時
代
の
文
化
は
、
多
分
に
女
性
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
女
性
は
先
天
的
に
優
越
の
地
位
に
置
か
れ
て
居
る
。
又
男
性
の
興
味
ぱ
、
女

性
的
に
養
わ
れ
て
来
て
い
る
た
め
に
、
女
性
は
自
ら
に
対
す
る
理
解
を
男
性
に
強

い
る
必
要
も
な
か
つ
た
。
杜
会
に
於
け
る
仕
事
が
、
性
に
よ
つ
て
区
分
さ
れ
る
こ

と
は
あ
つ
た
が
、
決
し
て
下
級
で
劣
等
な
仕
事
が
女
性
に
分
担
さ
れ
た
こ
と
1
に
は

な
つ
て
い
な
い
。
女
性
は
自
ら
の
素
質
に
従
つ
て
、
比
較
的
自
由
に
、
当
時
の
文
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化
生
活
に
．
与
る
こ
と
も
牌
来
、
又
こ
牝
を
享
受
す
る
こ
と
も
牌
来
定
の
、
で
あ
つ

た
。　

男
性
と
の
関
係
に
於
い
て
は
女
性
に
対
し
て
男
性
の
態
度
が
放
縦
で
あ
り
、
無

責
任
で
あ
り
、
無
理
解
で
あ
り
、
し
か
も
男
性
が
暴
君
で
あ
る
杜
会
に
ぼ
、
決
し

て
女
性
は
幸
禍
で
は
な
い
が
、
当
時
代
は
、
女
性
に
対
す
る
思
い
や
り
も
こ
ま
や

か
に
し
て
、
徒
ら
な
る
無
節
操
は
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
も
、
女
性
に
は

幸
禰
な
時
代
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
斯
く
し
て
貴
族
階
級
の
男
性
が
女
性
に
傲
つ
て
、
各
自
の
顔
に
化
粧
を
施
し
次

り
、
衣
裳
を
や
つ
1
し
た
り
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
男
性
が
女
性
的
に
美
し
い
こ
止

を
誇
り
と
し
．
た
こ
と
の
例
の
一
つ
で
あ
り
、
叉
一
条
天
皇
の
皇
后
定
子
の
下
に
清

少
納
言
、
中
宮
彰
子
の
下
に
紫
式
部
、
．
和
泉
式
部
が
あ
り
、
道
長
の
妻
倫
子
の
下

に
赤
染
衛
門
が
い
て
文
化
に
女
性
の
参
与
し
た
こ
と
、
「
古
今
集
」
が
「
万
葉
集
」
の

丈
夫
ぶ
り
か
ら
、
女
ぶ
り
へ
の
変
化
の
如
き
に
於
い
て
も
、
藤
原
時
代
が
最
も
女

性
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
女
性
的
な
る
も
め
の
内
容
に
つ
い

て
婁
素
的
に
考
察
を
す
す
め
る
と
。

　
　
’
H
　
感
晴
的

　
藤
原
時
代
の
生
態
度
は
悠
々
た
る
生
活
、
そ
れ
は
行
動
に
鈍
に
し
て
、
感
情
に
敏

な
る
生
活
で
あ
る
。
意
志
の
生
活
で
は
な
く
し
て
、
情
念
の
生
活
で
あ
h
ノ
、
理
性
の

生
活
で
は
な
く
し
て
趣
味
の
生
活
で
あ
つ
た
。
1
前
述
の
女
性
的
な
る
も
の
∫
根

源
か
ら
　
端
正
な
容
儀
と
温
雅
な
進
退
、
及
ぴ
交
際
に
巧
に
唱
和
に
長
す
る
が
紳

士
の
標
本
で
あ
つ
た
。
男
性
が
女
性
の
美
し
さ
を
真
似
た
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
は
、

勇
性
の
女
性
化
で
あ
る
。
し
か
も
藤
原
時
代
は
華
美
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
ム

え
ら
れ
る
が
実
際
華
美
騒
著
の
数
々
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
衣
服
の
制
が

乱
牝
て
上
下
華
麗
を
極
め
、
富
め
る
著
は
其
の
志
を
蓬
し
く
す
る
を
誇
り
、
貧
し

き
も
の
は
共
の
及
ば
ざ
る
を
恥
づ
と
い
う
現
状
で
あ
つ
た
。
こ
の
感
情
的
で
あ
る

こ
と
、
即
ち
気
分
的
感
覚
的
で
あ
つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
之
が
女
性
的
な
る

兎
の
∫
内
容
で
あ
る
。
従
つ
て
之
が
美
術
に
現
わ
れ
て
は
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

の
如
き
奉
現
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
涼
氏
物
語
の
内
容
を
忠
実
に
描
写

す
る
λ
の
で
な
く
1
後
述
1
そ
の
か
も
し
出
す
雰
囲
気
、
即
ち
気
分
を
描
写
し
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
用
い
ら
れ
る
色
彩
の
如
き
は
、
実
に
感
覚
的
な
色
彩
で
あ

る
、
こ
の
こ
と
は
寺
院
建
築
の
内
陣
の
装
飾
、
叉
仏
画
、
仏
像
に
つ
い
て
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
学
に
於
い
て
も
「
枕
草
紙
」
は
、
女
性
の
鋭
い
感
覚
的

描
写
の
代
表
的
な
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
こ
と
に
女
性
的
な
る
も
の
㌧
内
容
と
し
て
、
こ
の
感
椿
的
と
い
う
こ
と
は
忘

れ
得
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
，
こ
の
感
情
も
、
よ
つ
て
来
る
根
源
は
、
前
述
の
如
き

宗
教
、
政
治
等
か
ら
で
あ
つ
て
、
特
に
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
日
　
個
　
人
　
的

　
個
人
的
と
は
私
的
で
あ
り
、
そ
し
て
私
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
室
内
的
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
男
性
は
杜
会
的
で
あ
り
、
公
的
で
あ
つ
て
、
室
外
的
で
あ
る
が
、
藤
原
時
代
の

女
性
的
な
る
も
の
は
、
之
と
反
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
女
性
的
な
る
も
の
∫
内
容

と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
す
藤
原
時
代
の
遊
戯
に
つ
い
て
み
る
に
、
当
時
代
の
歌
合
せ
の
如
き
は
、
殿

上
人
を
始
め
と
し
て
、
女
院
、
摂
政
家
共
他
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

趣
向
に
よ
つ
て
、
．
菊
合
、
女
郎
花
合
、
房
合
、
或
い
は
根
合
、
草
子
合
等
と
も
呼

ば
れ
、
堀
河
院
の
御
代
に
は
殿
上
人
と
女
房
と
の
間
に
艶
書
合
と
い
う
恋
の
歌
合
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ま
で
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
と
戸
」
ろ
が
之
に
反
し
て
鎌
倉
時
代
の
武
士
階
級
に
於

い
て
は
、
遊
戯
は
室
外
的
な
競
馬
、
相
撲
、
矢
等
の
勇
壮
な
る
も
の
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
の
で
、
藤
原
時
代
と
好
対
象
で
あ
る
。
こ
の
対
象
は
藤
原
時
代
の
女
性

的
で
あ
る
証
で
あ
る
。
又
女
性
は
国
家
意
識
と
か
杜
会
意
識
と
か
の
公
的
な
る
意

識
は
男
性
に
比
し
て
甚
だ
低
い
の
で
あ
る
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性
は
私
的
即
ち

自
己
中
心
的
で
あ
る
、
と
い
う
戸
」
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
美
術
に
現
わ
れ
て
、
吾

国
特
有
の
絵
画
に
於
け
る
大
和
絵
、
書
芸
に
於
け
る
仮
名
文
字
の
発
生
、
発
展
を

き
た
し
て
い
る
。
こ
の
大
和
絵
及
び
書
芸
に
於
け
る
仮
名
文
字
に
し
て
も
、
室
内

に
於
い
て
製
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
荷
鑑
賞
に
於
い
て
も
、
現
代
の
展
覧
会
場

に
陳
列
さ
れ
る
よ
う
な
公
的
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
室
内
で
静
に
鑑
賞
さ
れ

る
も
の
で
あ
つ
た
。
又
藤
原
時
代
の
絵
画
特
に
集
団
の
表
現
さ
れ
た
も
の
を
見
て

も
、
そ
の
画
面
に
表
現
さ
れ
た
、
個
人
々
々
の
表
情
の
優
れ
た
の
に
反
し
て
、
集
団

と
し
て
見
た
と
き
は
、
必
す
し
も
優
れ
た
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
確
か
に
女
性
的
な
る
も
の
∫
内
容
と
し
て
の
個
人
性
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
個
人
性
と
い
う
内
容
が
所
謂
工
芸
（
O
蟹
津
）
的
な
も
の
即
ち
手
紬
工
的
、

手
工
的
な
製
作
と
な
つ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
常
に
物
の
紬
部
に
意
を
用
い

て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
藤
原
時
代
の
代
表
的
建
築
で
あ
る
鳳
恩
堂
、
（
平
等
院
）
、
金
色
堂
（
申
．
尊
寺
）

阿
彌
陀
堂
（
浄
瑠
璃
寺
）
の
如
き
は
、
こ
の
特
色
を
具
え
て
い
る
。

　
彫
刻
に
於
い
て
は
、
第
二
図
の
阿
彌
陀
如
来
坐
像
（
鳳
風
堂
）
の
光
背
．
天
蓋

の
如
き
は
実
に
驚
く
べ
き
工
芸
的
な
、
手
紬
工
的
な
、
紬
部
へ
の
留
意
を
示
し
た

好
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
・
り

　
絵
画
に
於
い
て
は
、
大
和
絵
の
如
き
、
且
つ
藤
原
時
代
か
ら
1
行
わ
れ
た
、
裁
金

　　　嚢　　繋　嚢

拙
’

一割

図二第

（
切
金
、
紬
金
）

と
称
す
る
技
法

即
ち
金
銀
の
箔

を
紬
い
線
状
や

三
角
或
い
は
四

角
の
小
片
に
裁

断
し
、
文
様
を

描
く
よ
う
に
そ

れ
ら
を
貼
る
技

法
の
如
き
、
よ
し
阜
、
れ
が
唐
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
発
達
せ
し
め

た
の
は
藤
原
氏
の
個
人
的
即
ち
手
紬
工
、
手
工
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
・

　
書
芸
に
於
い
て
は
、
仮
名
文
字
の
「
三
十
六
人
家
集
」
の
文
字
に
、
叉
そ
の
料
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
っ
ち
、
一
う
ご
ぢ

の
如
き
随
分
手
の
こ
ん
だ
仕
事
の
如
き
。
肯
粘
葉
綴
の
方
法
と
、
そ
の
装
偵
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
で

美
し
さ
の
如
き
は
、
藤
原
時
代
の
特
有
な
る
も
の
で
あ
る
。
叉
書
法
と
し
て
の
葦
手

書
き
（
散
ら
し
書
き
）
を
見
て
も
女
性
的
な
る
も
の
∫
内
容
と
し
て
、
個
人
性
を
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
目
　
安
易
的

　
安
易
と
は
理
知
的
な
感
情
の
緊
張
せ
ざ
る
も
の
、
感
性
的
な
る
も
の
を
考
え
て

女
性
的
な
る
も
の
内
容
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
藤
原
時
代
の
美
術
に

は
こ
の
安
易
的
な
る
表
現
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
す
藤
原
時
代
の
文
化
が
清
少
納
言
、
紫
式
部
等
に
よ
つ
て
、
難
勉
強
で
あ
る

漢
文
に
代
つ
て
所
謂
国
文
学
の
隆
盛
を
見
た
の
は
、
安
易
的
と
も
見
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
書
芸
に
於
け
る
仮
名
文
字
が
発
達
し
た
の
も
矢
張
り

fig.050302.pdf
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安
易
的
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
安
易
的
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
絵
画
に
於
い

て
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
特
に
構
図
の
上
に
て
、
構
図
が
開
放
的
で
あ
り
散
慢

的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
姉
ら
れ
る
。
こ
の
開
放
的
、
散
慢
的
な

構
図
は
、
観
者
に
対
し
て
は
、
安
ら
か
さ
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
安
ら
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
す
い

こ
そ
安
易
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
例
と
し
て
山
水
屏
風
（
救
王
護
国
寺
）
は
、

灌
頂
の
遣
場
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
全
く
大
和
絵
化
し
た
画
風
で
あ
つ
て
、
色

彩
と
共
に
柔
媚
な
描
線
は
勿
論
の
こ
と
、
み
、
の
室
間
描
写
の
寛
潤
さ
は
実
に
開
放

的
で
あ
る
、
又
著
名
な
る
仏
浬
般
木
図
（
金
剛
峯
寺
）
の
背
奴
の
寂
漢
た
る
こ
と
、

特
に
画
面
の
中
央
は
開
放
的
な
室
㈹
と
な
つ
て
い
る
、
こ
の
室
閥
的
で
あ
る
た
め

に
観
者
を
引
き
つ
け
る
効
果
が
あ
り
、
最
大
の
悲
し
み
の
表
現
に
一
層
の
優
秀
さ

を
示
し
て
い
る
が
い
す
れ
に
し
て
も
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
特
色

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
彫
刻
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
天
平
時
代
の
乾
漆
法
、
貞
観
時
代
の
一
木
彫
法
よ

り
脱
し
て
、
藤
原
時
代
の
も
の
が
、
多
く
の
木
を
寄
せ
集
め
て
作
つ
た
、
所
謂

、
　
、
　
、

寄
木
法
の
手
法
と
な
つ
た
こ
と
は
矢
張
り
安
易
的
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
木
彫
の
内
部
を
釧
つ
た
」
め
に
、
観
者
を
し
て
近
よ
り
易
い
も
の
を
感
じ
さ
せ

る
か
如
き
は
、
実
に
安
易
的
な
表
現
に
よ
る
も
の
で
、
女
性
的
な
る
も
の
」
内
容

と
し
て
頷
づ
く
戸
」
と
が
出
来
る
。
し
か
も
繍
波
式
刀
法
を
用
い
た
衣
橘
が
、
極
め

て
安
易
的
な
刀
法
に
代
つ
て
来
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
女
性
的
な
る
も
の
∫
内
容
と
し
て
、
安
易
的
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
「
美
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
藤
原
時
代
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
勿
論
女
性
的
な

美
し
さ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
安
易
的
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
が
、
阜
、
の
例
と
し
て
「
枕
革
紙
」
の
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
を
読
む

と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
う
つ
く
し
き
も
の
、
瓜
に
描
き
た
る
乳
児
の
顔
。
穣
の
子
の
ね
ず
な
き
す
る
に
躍
り

　
来
る
。
又
へ
に
っ
け
て
す
え
た
れ
ば
、
親
雀
の
姦
な
ど
も
て
来
て
く
く
む
る
。
い
と
ら

　
う
た
し
。
三
つ
ば
か
り
な
る
乳
児
の
、
急
ぎ
て
一
這
い
く
る
道
に
、
い
と
小
さ
き
墜
な
ど

　
の
あ
り
け
る
を
、
目
ざ
と
に
見
っ
け
て
、
い
と
お
か
し
げ
な
る
お
よ
び
に
捉
へ
て
、
大

　
人
な
ど
に
見
せ
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
。
尼
に
そ
ぎ
た
る
乳
児
の
、
目
に
髪
の
お
ほ
ひ

　
た
る
を
、
か
き
は
や
ら
で
、
う
ち
か
た
ぶ
き
て
物
な
ど
見
る
、
い
と
う
つ
く
し
。
裸
が

　
け
に
ゆ
ひ
た
る
腰
の
か
み
の
、
白
う
を
か
し
げ
な
る
も
、
見
る
に
う
っ
く
し
。
大
き
に

　
は
あ
ら
ぬ
殿
上
童
の
、
装
束
き
立
て
ら
れ
て
あ
り
く
も
う
つ
く
し
。
を
か
し
げ
な
る
乳

　
児
の
、
あ
か
ら
さ
ま
に
抱
き
て
う
つ
く
し
む
程
に
、
か
い
つ
き
て
寝
入
り
た
る
も
ら
う

　
た
し
。
雛
の
調
度
。
蓮
の
浮
葉
の
い
と
小
さ
き
を
、
池
よ
り
取
り
あ
け
て
見
る
。
葵
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
．
、
　
、
　
、
　
、

小
さ
き
も
、
い
と
う
つ
く
し
、
何
も
く
小
さ
き
物
は
、
い
と
う
つ
く
し
。
い
み
じ
う

　
肥
え
た
る
乳
児
の
二
っ
ば
か
り
な
る
が
、
白
う
つ
く
し
き
が
、
二
藍
の
羅
な
と
、
衣
長

　
く
て
、
樺
あ
げ
た
る
が
這
い
出
で
来
る
も
、
い
と
う
っ
く
し
。
八
っ
九
っ
十
ぱ
か
り
な

　
る
を
の
こ
の
、
声
を
さ
な
げ
に
て
文
読
み
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
。
鶏
の
雛
の
尾
高
に
、

　
白
う
を
か
し
げ
に
、
衣
み
じ
か
な
る
さ
ま
し
て
、
ひ
よ
／
＼
と
か
し
が
ま
し
く
鳴
き
て
、

　
人
の
し
り
に
立
ち
て
あ
り
く
も
、
ま
た
親
の
も
と
に
連
れ
だ
ち
あ
り
く
、
見
る
も
う
つ

　
く
し
。
か
り
の
子
。
舎
利
の
壷
、
彊
麦
の
花
。

の
如
き
、
ま
さ
に
雄
大
な
る
も
の
に
対
し
て
、
小
さ
き
可
鱗
な
る
も
の
、
．
小
さ
き

も
の
∫
い
た
わ
り
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が
安
易
的
と
結
び
藤
原
時

代
の
女
性
的
な
る
美
し
さ
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
四
室
想
的

　
芸
術
の
形
戊
さ
れ
る
原
因
を
考
え
る
と
、
室
想
的
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
一
因

で
あ
る
。
こ
の
空
想
性
は
現
－
実
に
対
し
て
非
現
実
的
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
∫
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か
ら
創
造
も
生
れ
て
来
る
。
そ
し
て
非
現
実
性
は
理
想
化
と
も
考
え
ら
れ
る
。
女

性
的
な
る
も
の
∫
門
容
と
し
て
、
こ
の
室
想
性
を
そ
の
一
要
素
と
し
て
考
え
る
。

　
こ
の
室
想
的
と
い
う
こ
と
か
ら
、
藤
原
時
代
の
美
術
を
考
察
し
て
み
る
と
、
彼

の
浄
土
教
に
於
け
る
、
極
楽
の
如
き
は
実
に
室
想
的
な
も
の
で
、
従
つ
て
仏
画
に

は
多
く
の
室
想
的
な
る
主
題
を
見
る
こ
と
が
多
い
。
大
和
絵
の
発
達
に
よ
る
、
絵

巻
物
に
表
現
さ
れ
た
、
人
物
の
顔
面
描
写
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
く
よ
か
な
下

ぶ
く
れ
の
顔
に
、
目
は
紬
い
一
線
を
長
め
に
引
き
、
鼻
も
同
じ
紬
線
に
て
小
さ
く
鈎

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

状
に
描
く
、
所
謂
引
目
鈎
鼻
の
表
現
技
法
の
如
き
は
、
藤
原
時
代
の
特
有
な
表
現

で
あ
る
い
叉
屋
内
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
斜
上
方
に
祝
点
を
置
い
て
、
屋
根
と
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

井
の
な
い
桂
と
襖
な
ど
を
以
つ
て
室
内
の
情
景
を
表
現
す
る
吹
抜
屋
台
の
表
現
形

式
も
、
室
想
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
夢
幻
的
に
印
象
的
に
反
映
し
て
、
女
性
的
な
る

美
術
を
形
成
し
て
い
る
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
空
想
的
を
女
性
的
な
る
美

の
一
要
素
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
要
素
を
具
休
肘
な
、
藤
原
時
代
の
美
術

に
つ
い
て
考
え
て
見
る
～

　
　
　
四
、
藤
原
時
代
の
美
術

　
　
は
じ
め
に

　
美
術
は
表
現
と
鑑
賞
の
両
面
を
有
す
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の

中
の
鑑
賞
に
つ
い
て
も
種
々
の
論
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
藤
原
時
代
の
美
術
を
前

述
し
た
女
性
的
な
る
も
の
が
如
何
に
現
わ
れ
て
い
る
か
の
点
か
ら
考
え
て
見
た
い

が
、
し
か
し
美
術
を
鑑
賞
す
る
に
は
、
一
際
の
概
念
を
振
り
捨
て
ふ
、
直
観
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
美
学
上
に
於
い
て
も
定
説
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
美
術
に

対
し
普
通
二
様
の
い
す
れ
か
に
よ
つ
て
鑑
賞
し
て
い
る
。
そ
の
一
は
知
識
的
な
見

方
で
あ
る
。
是
れ
は
、
作
者
や
時
代
を
尊
重
し
て
鑑
賞
す
る
も
の
で
、
外
部
的
な

条
件
に
よ
つ
て
、
そ
の
伍
値
を
き
め
て
か
⊥
る
も
の
で
あ
る
。
他
は
感
覚
的
な
見
方

で
、
作
者
、
時
代
に
拘
泥
せ
す
、
自
分
の
直
感
に
触
れ
て
、
何
か
心
底
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
興
味
を
覚
え
、
価
値
を
見
出
す
鑑
賞
法
で
あ
．

る
、
し
か
し
理
論
的
に
は
二
様
に
分
け
た
が
、
ど
ち
ら
も
純
粋
に
一
方
の
み
き
り

は
な
し
て
発
展
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
作
者
本
位
の
見
方
か
ら
興
味
を
持

ち
出
し
て
、
沢
山
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
る
う
ち
に
は
感
覚
が
賞
と
向
上
し
て
、

高
度
の
敏
感
性
が
深
ま
つ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
叉
感
覚
に
訴
え
て
本
質
的
な
も

の
に
ぶ
つ
か
る
見
方
で
あ
つ
て
も
、
時
代
や
作
者
が
、
自
ら
興
味
を
持
た
れ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
結
局
は
、
鑑
賞
者
の
心
掛
け
で
、
知
識
と
感
覚
は
循
環
作
用
を
し

て
感
覚
が
知
識
と
な
り
、
如
識
が
感
覚
に
遼
元
す
る
こ
と
に
な
る
、
で
あ
る
か
ら

美
術
の
鑑
賞
は
、
と
に
か
く
漢
然
と
何
ん
の
興
味
も
持
た
す
見
る
こ
と
よ
り
も
、

何
れ
か
に
興
味
を
集
注
し
て
、
鑑
賞
す
る
方
が
理
解
の
深
ま
り
方
に
ー
進
歩
性
が
あ

り
、
発
展
が
多
い
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
す
で
に
述
べ
た
女
性
的
な
る
も
の
の

再
検
討
を
し
つ
∫
本
論
を
す
」
め
た
い
。

　
　
H
建
　
　
　
築

　
鳳
風
堂
（
宇
治
平
等
院
）
、
金
色
堂
（
中
尊
寺
）
、
阿
彌
陀
堂
（
浄
瑠
璃
寺
）
、
厳

島
神
杜
摂
杜
客
人
神
杜
（
広
島
）
他
に
寝
殴
造
。

　
　
中
奪
寺
、
金
色
堂

　
藤
原
清
衡
に
よ
つ
て
一
二
西
年
に
建
立
さ
れ
、
そ
の
内
部
は
漆
と
螺
蜘
で
満

さ
れ
た
壮
観
な
も
の
で
．
清
衡
以
下
を
祀
る
霊
廟
と
し
て
菩
薩
の
可
隣
な
お
姿
、

螺
釦
の
宝
相
華
の
華
麗
な
形
、
須
彌
壇
側
面
の
金
鍋
打
出
し
の
孔
雀
の
意
匠
の
禰

酒
は
、
い
す
れ
も
女
性
的
な
る
も
の
で
藤
原
時
代
の
特
色
を
充
分
に
現
わ
し
て
い

る
。
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図三第

　
鳳
壌
，
堂
、
竿
箏
院
（
第
三
図
）

　
藤
原
頼
遣
が
建
立
、
供
養
し
た

本
堂
は
、
阿
彌
陀
信
仰
の
極
致
を

示
す
寺
院
建
築
で
あ
つ
て
、
極
楽

浄
土
の
現
出
を
思
わ
せ
る
宝
池
を

前
に
し
て
、
入
母
屋
造
の
申
堂
、

そ
の
左
右
に
翼
廊
と
宝
形
造
の
楼

閤
、
後
ろ
に
尾
廊
を
具
え
て
鳳
風

に
象
る
と
い
い
、
誠
に
優
美
で
あ

り
軽
快
で
あ
る
。
丈
高
く
清
禁
症

桂
の
並
び
、
繊
細
な
木
割
に
よ
る

蓬
・
箸
な
建
物
の
構
造
が
そ
れ
を
表

わ
す
が
、
叉
軒
の
柔
な
帖
線
が
左

右
均
整
の
端
正
な
形
で
典
雅
な
調

べ
を
か
な
で
る
。
誠
に
女
性
的
な
る
も
の
で
、
安
易
的
、
感
覚
的
、
室
想
的
、
装

一
飾
性
は
い
か
ん
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
・

　
　
目
繕
．
　
圃

仏
浬
繋
図
（
金
醐
峯
寺
）
、
金
棺
出
現
図
（
長
法
寺
）
、
源
氏
物
語
絵
巻
、
聖
衆
来

迎
図
へ
高
野
山
巡
寺
八
解
講
）
扇
面
写
経
（
四
天
王
寺
）
平
家
納
経
（
厳
島
神

杜
）
普
賢
菩
薩
像
（
東
京
国
立
博
物
館
）
山
水
膵
風
（
教
王
護
国
寺
）
水
天
像
（
救

王
護
国
寺
）

　
　
阿
彌
陀
聖
衆
来
迎
図
（
第
鯉
図
）

　
藤
原
時
代
に
於
け
る
浄
土
教
の
隆
盛
は
前
述
し
た
如
く
で
、
従
つ
て
仏
画
の
最

榊
燃
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図四第

も
は
な
や
か
な
時
期
で
あ
つ

た
。
木
図
は
縦
二
〇
八
・
二

糠
、
横
申
幅
二
〇
六
．
一
糎
、

左
⊥
加
幅
一
〇
六
①
一
糎
の
：
一

幅
の
絹
本
着
色
で
あ
ろ
て
、

中
央
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
た

金
色
の
阿
彌
陀
如
来
を
申
心

に
、
総
計
三
十
三
体
の
仏
菩

薩
が
雲
上
に
あ
つ
て
、
観
者

の
方
へ
近
づ
い
て
く
る
。
阿

欄
陀
の
前
老
に
は
観
音
菩
薩

が
信
者
の
魂
を
の
せ
る
蓮
台

を
捧
げ
、
勢
至
菩
薩
は
合
掌

し
て
い
る
。
他
の
多
く
の
菩

薩
は
幡
を
持
ち
、
花
を
捧
げ
、

楽
排
を
弾
奏
し
て
一
団
と
な

り
緊
密
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
遠
近
法
的
な
変

化
に
よ
り
、
美
し
い
雲
の
な

．
び
き
と
相
ま
つ
て
、
逢
か
な
天
上
の
世
界
か
ら
静
か
に
近
づ
く
聖
衆
の
動
き
を
あ

り
あ
り
と
感
す
る
、
し
か
も
雲
の
下
に
は
日
本
の
風
最
を
取
入
れ
た
情
趣
に
と
ん

だ
も
の
で
、
仏
圃
中
に
自
然
の
風
景
を
入
れ
た
こ
と
は
、
来
迎
図
の
も
つ
絵
画
史

上
の
重
要
点
で
あ
る
。

fig.050303.pdf
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紺
部
の
笈
法
ば
、
阿
彌
陀
如
来
の
肉
身
に
は
金
泥
を
ぬ
り
、
着
衣
に
は
裁
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

て
装
飾
し
、
光
背
の
外
側
も
金
泥
で
隈
を
と
る
。
菩
薩
達
は
肉
身
は
白
く
ぬ
り
、

共
の
上
に
淡
紅
色
の
隈
を
と
つ
て
、
体
の
丸
味
を
表
わ
し
、
頭
や
胸
腕
な
ど
の
飾

金
具
に
は
金
泥
が
用
い
ら
れ
、
叉
天
衣
、
裳
は
赤
、
緑
、
青
、
穫
な
ど
の
色
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
鮮
に
い
ろ
ど
つ
た
上
に
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
、
以
上
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
を
試
み
た
が
、
藤
原
的
な
特
色
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
的
な
る
も
の
の
表
現
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
氏
物
語
絵
巻
（
紙
塞
着
色
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閏
家
一
巻
徳
川
家
三
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
図
は
「
柚
木
の
巻
し
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
面
で
あ
る
。
女
三
の
宮
と
犯
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
た
罪
に
悶
え
な
が
ら
も
、
源
氏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
ち
と
け
た
態
度
で
応
待
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
る
と
．
梢
木
は
い
た
㌧
ま
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
家
に
帰
る
と
そ
の
ま
」
病
床

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
臥
し
て
再
起
の
望
も
な
く
重
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
一
方
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
朝
延
に
聞
こ
え
て
特
志
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
の
位
に
昇
進
さ
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
そ
の
喜
び
を
述
べ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
霧
が
見
舞
に
か
ね
て
相
木
の
病

床
に
行
つ
た
。
そ
の
対
面
の
場
で
あ
る
。
絵
に
あ
ら
わ
牝
た
と
こ
ろ
を
観
る
と
、

死
の
ま
近
い
床
に
臥
す
柏
木
の
顔
は
白
く
さ
え
て
こ
う
ご
う
し
ノ
＼
病
床
の
あ
た

り
は
と
り
乱
し
た
様
子
も
な
く
、
香
ば
し
い
け
は
い
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
場

面
は
現
存
の
源
氏
物
語
絵
巻
全
四
巻
十
九
図
申
に
て
、
最
も
美
し
く
丹
念
に
描
か

れ
て
い
て
、
「
作
り
絵
し
註
二
の
様
式
を
知
る
上
に
も
参
考
に
な
る
画
面
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
す
じ

る
。
畳
や
御
簾
の
緑
色
、
壁
代
や
膵
風
、
襖
な
ど
の
銀
色
、
壁
代
の
野
筋
（
堕
二

寸
位
の
紐
）
や
膵
風
、
襖
（
）
縁
の
群
青
、
柚
木
の
枕
も
と
の
几
張
の
椴
黄
色
、
夕

霧
の
浮
線
綾
の
文
様
の
あ
る
抱
の
薄
紫
、
そ
れ
に
五
人
の
女
房
た
ち
の
唐
衣
の

黄
、
紅
、
朱
、
銀
色
な
ど
の
色
彩
の
織
り
な
す
肺
律
は
、
ま
こ
と
に
快
く
華
や
か

で
、
藤
原
時
代
の
美
術
の
粋
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
衣
服
の
ゆ
つ
た
り

と
ふ
く
ら
み
の
あ
る
趣
や
、
室
内
の
丸
桂
等
の
太
い
ま
る
み
な
ど
か
ら
は
、
い
か

に
も
当
時
代
の
貴
族
の
ゆ
た
か
さ
お
お
ら
か
な
生
活
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
人
物

の
顔
面
描
写
は
す
べ
て
「
引
目
鈎
鼻
」
の
手
法
で
描
か
れ
て
、
特
に
柏
木
が
「
い

と
口
借
し
う
、
み
、
の
人
に
も
あ
ら
す
な
り
に
て
侍
り
や
」
と
原
文
で
は
夕
霧
に
い

つ
て
い
る
が
、
画
面
に
は
こ
の
悲
痛
な
面
影
は
な
い
が
、
し
か
し
前
述
し
た
気
分

は
充
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
女
性
的
な
る
も
の
の
、
内
容
も
い
か
ん
な
く
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
　
　
　
　
　
し
ら
え

註
二
　
作
り
絵
。
素
画
に
対
す
る
語
で
、
藤
原
時
代
の
画
法
の
一
呼
称
で
あ
る
。
そ
の
描

　
き
方
は
、
最
初
に
素
描
を
し
て
、
そ
の
上
に
厚
く
絵
の
具
を
か
け
て
行
く
。
塗
り
重
ね

　
て
行
く
う
ち
に
形
を
自
由
に
直
し
て
絵
を
仕
上
げ
る
の
で
、
今
日
の
油
絵
の
描
き
方
に

　
似
て
お
り
絵
の
具
も
不
透
明
で
あ
る
。
こ
う
し
て
絵
具
を
塗
り
上
げ
た
上
を
、
最
後
に

　
線
の
書
き
起
し
を
し
て
形
を
を
ま
と
め
、
色
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ

　
の
場
合
あ
く
ま
で
も
色
彩
が
主
で
、
色
の
配
合
、
色
の
調
子
、
色
の
抑
揚
等
に
よ
つ
て
画
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面
は
形
成
さ
牝
、
こ
札
に
対
し
て
蘇
は
ど
こ
ま
で
も
紙
く
、
柔
か
く
、
静
か
に
、
そ
し

　
て
無
表
情
で
目
立
た
な
い
。
線
は
単
な
る
輪
廓
や
境
界
の
た
め
に
用
い
ら
れ
そ
れ
以
上

　
　
の
も
の
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
線
が
遠
カ
や
動
勢
や
鐘
感
な
ど
、
積
極
的
な
表
現
に

　
関
与
す
る
こ
と
は
全
く
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
線
に
代
つ
て
濃
厚
な
、
然
し
優
雅

　
な
色
彩
が
静
か
な
官
能
と
情
趣
の
世
界
を
展
開
し
て
、
藤
原
時
代
特
有
の
美
を
形
成
し

　
．
て
い
る
。

　
　
目
　
彫
　
　
　
刻

　
阿
彌
陀
如
来
像
（
平
等
院
鳳
風
堂
）
阿
彌
陀
如
来
像
（
法
金
剛
院
）
九
晶
阿
彌

陀
如
来
像
（
浄
璃
璃
寺
）
聖
徳
太
子
御
像
（
法
隆
寺
）
薬
師
如
来
像
（
善
水
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

観
世
晋
菩
薩
像
（
三
千
院
）
阿
彌
陀
如
来
像
（
安
来
、
清
水
寺
）
板
彫
十
二
神
将

（
興
禍
寺
）
吉
祥
天
像
（
法
隆
寺
）
普
賢
菩
薩
像
（
大
倉
集
古
館
）

　
藤
原
彫
刻
と
い
え
ば
、
定
朝
様
の
も
の
の
様
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
＞
」
の

定
朝
様
と
い
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
形
の
上
で
は
ご
く
お
だ
や
か
な
和
様
で
あ
り
、

表
現
の
上
で
は
東
洋
倫
理
の
基
を
な
す
、
つ
」
し
み
深
さ
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の

形
と
表
現
と
が
ま
こ
と
に
よ
く
融
和
し
た
と
こ
ろ
に
、
藤
原
彫
刻
の
よ
さ
が
あ
る

も
の
と
思
う
。
こ
う
し
た
彫
刻
も
ま
た
す
で
に
述
べ
た
論
拠
に
準
す
る
こ
と
も
理

解
が
で
き
る
。

　
阿
彌
陀
如
來
像
及
ぴ
そ
の
供
養
蕃
薩
像
（
定
朝
作
）
雫
等
院
鳳
鳳
堂
。
（
第
二
図
）

．
藤
原
彫
刻
と
し
て
最
も
注
意
さ
れ
る
も
の
で
、
名
匠
定
朝
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
と

も
い
う
べ
き
遺
作
と
し
て
、
和
様
の
最
も
輿
型
的
な
作
例
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、

藤
原
彫
刻
の
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
円
満
具
足
し
た
顔
か
た
ち
や
、
ゆ
う

に
や
さ
し
い
表
現
な
ど
は
、
実
に
美
し
く
、
藤
原
時
代
の
完
全
な
る
様
相
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
大
和
絵
の
完
成
と
同
じ
く
、
こ
れ
が
木
寄
法
の
完
成
し

た
軽
快
な
木
彫
法
で
あ
り
且
ク
エ
芸
的
な
光
骨
、
天
蓋
に
於
い
て
ぼ
只
春
ど
み
ぐ

べ
き
技
法
で
あ
り
、
荘
厳
で
あ
り
、
し
か
も
像
の
高
さ
二
、
九
五
米
の
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
巨
像
が
気
や
す
く
親
し
み
や
す
く
拝
せ
ら
れ
て
、
緊
追
感
か
ら
解
放

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
膝
の
衣
榴
の
単
純
化
も
安
易

的
、
塞
想
的
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
戸
」
と
に
従
来
に
見
ら
れ
な
か
つ
た

新
し
い
感
覚
の
世
界
が
開
か
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
も
の
静
か
さ
は
優
雅
な
藤

原
貴
族
た
ち
の
美
の
理
念
で
も
あ
る
。
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軸
葦

帝中

図ノ＼第

　
阿
彌
陀
如
來
像

　
（
第
六
図
）

　
（
潜
瑠
璃
寺
）

　
浄
瑠
璃
寺
本
堂

の
九
品
の
阿
彌
陀

像
で
あ
り
、
定
朝

作
と
伝
え
ら
れ
る

定
朝
は
こ
れ
に
先

立
つ
二
十
数
年
蒐

仁
四
年
（
…
δ
）
に

父
康
㈲
と
共
に
法

戊
寺
九
休
丈
六
彌

陀
を
造
立
し
て
い

る
。
鳳
胤
堂
木
尊

と
の
類
似
も
ま
た

こ
の
像
と
定
朝
と

の
緒
び
つ
き
を
暗

示
す
る
。
円
熟
の

度
合
は
前
者
に
及

ば
な
い
が
、
藤
原
仏
の
特
有
の
円
満
整
備
せ
ら
れ
た
容
姿
は
既
に
こ
の
像
を
支
配

す
る
顕
著
な
特
質
で
あ
・
る
。
大
づ
く
り
の
顔
立
ち
、
巨
大
な
上
体
の
肉
付
が
著
し

く
柔
か
味
を
加
え
∴
衣
文
も
お
」
ら
か
に
な
つ
た
が
、
膝
が
藤
原
風
に
蓮
審
に
な

り
過
ぎ
て
上
体
と
の
釣
合
が
悪
く
な
つ
た
点
な
ど
は
、
確
か
に
製
作
の
時
代
を

物
語
る
。
こ
の
像
は
金
箔
に
て
お
∫
わ
れ
、
浄
土
の
様
相
が
室
内
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
と
こ
ろ
は
、
け
だ
し
宗
教
と
生
態
度
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
よ
く
藤
原
時
代
の

美
術
を
物
語
る
考
資
料
と
見
ら
れ
る
。

　
　
四
書
　
　
　
嚢

　
古
今
集
断
簡
（
関
戸
本
古
今
集
）
本
能
寺
切
、
高
野
切
、
三
十
六
人
家
集
（
西

木
願
寺
）
元
永
木
古
今
集
。

　
書
と
し
て
は
仮
名
だ
け
の
戸
」
と
＼
な
る
が
、
こ
れ
が
発
展
し
た
の
は
藤
原
時
代

で
あ
つ
て
、
†
に
女
性
の
力
で
あ
つ
た
。
彼
女
ら
は
、
男
性
の
よ
う
に
漢
字
や
漢

文
へ
の
こ
だ
わ
り
を
も
た
す
、
日
木
人
の
な
か
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
を
、
自

分
た
ち
の
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
れ
を
育
て
あ
げ
て
い
つ
た
。
源
氏
物
語
、

枕
草
子
が
女
性
に
よ
つ
て
作
り
出
さ
れ
た
と
同
し
よ
う
に
、
仮
名
書
き
の
美
し
さ

が
き
す
か
れ
て
い
つ
た
と
劫
勺
え
ら
れ
る
。

　
勿
諭
勇
性
で
立
派
な
仮
名
を
書
い
た
人
も
あ
つ
た
侭
相
連
は
な
い
が
、
仮
名

書
ぎ
を
さ
㌧
え
る
墓
撞
は
女
性
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
は
つ
き
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
－
ム
に
も
女
性
的
な
る
も
の
則
ち
安
易
篶
、
側
人
作
等
を
う
か
じ
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
三
ヤ
六
人
蒙
集
（
蟹
楽
願
孝
）

　
藤
原
時
代
末
期
の
代
表
的
な
名
㎏
の
寄
合
書
で
、
阜
、
の
比
類
な
き
装
偵
の
美
わ

し
さ
の
故
に
世
に
喧
伝
せ
ら
れ
る
粘
葉
綴
三
十
九
帖
の
小
冊
子
で
あ
る
。
そ
の
料

紙
は
雁
皮
紙
、
陸
奥
紙
、
か
ら
紙
等
を
用
い
、
父
こ
れ
を
継
紙
と
し
、
或
は
様
々

に
染
め
、
雲
母
摺
と
し
、
叉
金
銀
泥
で
交
様
を
施
す
な
ど
薩
分
手
の
こ
ん
だ
仕
事

は
、
ま
つ
た
く
女
性
的
な
内
容
と
し
て
あ
げ
た
工
芸
的
で
あ
る
、
こ
の
技
と
筆
蹟
の

美
と
が
融
合
し
て
、
装
飾
美
術
の
至
堆
亭
二
不
し
、
藤
原
貴
族
の
耽
美
趣
味
が
ま
ざ
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議撒、

　
　
・
鰯

　
鶴
窪

・
蛾

　
、
嚢　

鰯

．
灘
灘

　
　
窃
｛

．
砲

灘
・

ま
ざ
と
う
か
じ
わ

れ
る
。

　
　
㈲
工
　
嚢

　
　
沢
千
鳥
蒔
絵
小

　
唐
櫃
（
金
剛
峰
寺
）

　
金
鏑
経
営
（
延
暦

図
寺
）
金
鍋
華
竃
（
中

　
尊
寺
）
螺
銅
卓
（
中

　
尊
寺
）
鋼
製
秋
草

七　
松
喰
鶴
鏡
、
片
輪

　
車
蒔
絵
螺
錦
手
箱

第
（
文
化
財
保
護
委

　
員
会
）

　
　
工
芸
は
生
活
と

　
も
つ
と
も
密
接
な

　
関
係
に
あ
る
も
の

　
で
、
藤
原
時
代
に

　
於
い
て
は
、
異
国

　
趣
味
的
工
芸
は
、

国
民
生
活
σ
充
実
と
∫
も
に
お
の
す
か
ら
生
活
感
情
を
反
映
し
、
異
国
趣
味
か
ら

脱
し
て
国
風
化
す
る
に
．
な
つ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
こ
の
目
本
的
工
芸
の
発
達
は
、
何
と
い
つ
て
も
此
の
時
代
の
貴
族
生
活
で
あ
つ

た
。
う
ち
つ
じ
く
泰
平
o
う
ち
に
営
ま
牝
た
宮
廷
生
活
は
、
耽
美
の
世
界
を
求
め

た
の
で
、
こ
二
か
ら
教
養
あ
り
感
覚
の
ゆ
た
か
な
貴
族
階
級
の
人
々
た
ち
に
よ
つ

て
洗
練
さ
れ
た
工
芸
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。
叉
当
時
の
信
仰
が
耽
美
的
で
あ
つ

た
こ
と
か
ら
も
大
き
い
助
長
が
あ
る
。
そ
れ
は
仏
の
た
め
に
美
し
い
も
の
を
捧
げ

る
こ
と
が
極
楽
浄
、
土
へ
の
誓
願
に
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
美
し
く
装
わ

れ
た
仏
堂
に
こ
も
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
世
に
あ
り
な
が
ら
極
楽
に
あ
る
陶
酔
に

も
ひ
た
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
藤
原
時
代
の
工
芸
は
形
戊
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
工
芸
の
特
色
は
、
形
状
は
お
だ
や
か
な
安
定
感
を
求
め
て
静
か
な
美
し
さ

を
示
し
た
。
異
国
的
な
安
定
を
破
る
動
的
な
姿
を
脱
し
、
複
雑
な
形
体
は
し
だ
い

に
単
純
化
さ
れ
そ
の
表
面
に
は
い
ち
じ
る
し
い
起
伏
を
避
け
、
な
だ
ら
か
な
う
ち

に
微
妙
な
陰
影
を
味
わ
お
う
と
し
た
。
そ
れ
は
貴
碇
階
級
の
鋭
敏
な
感
覚
に
応
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
文
様
は
有
幟
文
様
と
呼
ば
れ
る
洗
練
さ
れ
た
形

式
を
生
む
に
い
た
つ
た
。
そ
れ
は
唐
花
文
が
宝
相
華
に
変
化
し
た
の
も
そ
の
一
例

で
あ
る
。
そ
の
交
様
が
整
然
と
し
た
幾
何
学
的
構
成
か
ら
自
由
な
絵
画
的
な
も
の

に
移
り
、
し
か
も
詩
歌
に
関
係
あ
る
意
匠
を
も
と
め
、
工
芸
の
上
に
民
族
性
に
も

と
づ
く
詩
情
を
期
す
る
に
い
た
つ
た
。
斯
く
し
た
貴
族
階
級
の
好
み
は
ま
た
武
人

た
ち
に
も
影
響
し
て
、
甲
胃
、
刀
剣
が
美
化
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
う
い
う
様
相
が
庶

民
の
好
み
と
も
な
り
、
女
性
的
な
る
繊
細
さ
と
温
雅
さ
を
求
め
る
に
至
つ
た
の
は

け
だ
し
藤
原
時
代
の
特
色
で
あ
る
。

　
金
銅
華
髪
（
中
尊
寺
）
（
第
八
図
）

　
華
髭
は
、
中
尊
寺
金
色
堂
内
の
清
衡
壇
に
あ
る
も
の
で
、
六
枚
が
現
存
し
そ
の

中
で
最
も
糖
作
で
あ
つ
て
、
最
古
の
金
銅
製
で
あ
る
。

　
華
髪
は
金
鍋
、
板
、
牛
皮
、
糸
製
と
種
々
あ
る
が
仏
前
の
荘
厳
具
と
し
て
本
堂
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内
陣
の
梁
に
か
け
る
、
又
神
輿
の
長
押
や
帽
額
に
も
か
け
る
。
本
来
は
生
花
を
環

に
し
て
仏
前
に
捧
げ
た
も
の
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
金
鋼
板
を
き
り
透
し
た
こ
の
華
髭
を
見
る
と
、
図
の
如
く
中
央
の
結
紐
形
に
祖

形
の
面
影
が
偲
ば
れ
、
そ
れ
を
挾
ん
で
左
右
均
斉
で
あ
る
。
宝
相
華
唐
草
文
を
透
断

し
た
も
の
で
、
槌
起
迦
陵
頻
伽
縁
！
仏
教
に
用
い
る
瑞
鳥
で
、
顔
と
手
と
は
童
の
そ

~, 

,, t:#! 
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~
!
 

;
 

~･ 't 
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図八第

れ
を
も
つ
て
す
、
－
を
鋲

留
と
す
る
も
の
で
、
技
法

は
新
規
な
も
の
で
は
な
い

が
、
日
本
的
感
覚
に
洗
練

さ
れ
た
形
姿
は
優
美
に
、

技
法
は
繊
糊
に
、
意
匠
は

風
雅
に
し
て
，
芸
術
味
豊

か
な
作
技
は
日
本
金
工
史

上
に
特
有
な
る
も
の
で
、

金
属
製
と
は
見
ら
れ
ぬ
優

雅
な
女
性
的
な
る
藤
原
美

術
の
特
質
を
現
わ
し
て
い

る
。
具
を
打
ち
、
側
面
脚
部
に
は
、
金
平
壁
を
厚
蒔
に
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
嵌

め
ら
れ
た
宝
相
華
唐
草
の
螺
釦
が
美
し
く
き
ら
め
く
も
の
で
藤
原
時
代
の
豪
華
に

し
て
優
雅
な
調
度
品
の
一
斑
が
う
か
じ
わ
れ
て
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
女
性
的
な
る

美
の
形
成
に
お
ど
ろ
く
他
は
な
い
。

　
以
上
藤
原
時
代
の
美
術
の
概
絡
を
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
緒
論
と
し
て
こ
れ

等
の
女
性
的
な
る
ポ
の
美
的
様
式
を
考
え
て
み
る
。

　
　
　
結
　
　
論

　
　
H
優
　
　
　
美

　
女
性
的
な
る
も
の
藤
原
時
代
の
美
的
様
式
と
し
て
先
づ
考
え
ら
れ
る
の
は
優
美

で
あ
る
。

　
日
本
美
術
史
に
於
い
て
は
、
こ
の
優
美
は
白
鳳
時
代
に
於
い
て
も
考
え
ら
れ
る

が
、
阜
、
れ
は
幼
児
の
あ
ど
け
な
さ
に
見
ら
れ
る
優
美
で
あ
る
が
、
藤
原
時
代
の
優

美
は
、
貴
族
的
な
る
も
の
に
見
ら
れ
る
優
美
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
優
美
は
、
小

さ
き
も
の
に
対
す
る
美
、
安
易
的
な
、
軽
易
な
る
も
の
に
感
す
る
美
で
あ
る
こ
と

は
、
す
で
に
迷
べ
た
と
こ
ろ
で
、
か
の
枕
草
紙
に
見
た
、
寵
の
子
の
ね
づ
な
き
し

て
い
る
と
か
、
；
二
才
の
子
供
が
小
さ
き
手
に
小
さ
き
も
の
を
拾
う
と
い
う
が
如

き
も
の
で
、
こ
れ
が
手
頃
な
も
の
即
．
ち
色
紙
型
に
、
大
和
絵
に
、
さ
て
は
工
芸
性

に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
優
美
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。

　
か
く
の
如
き
小
さ
き
も
の
は
、
朗
な
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
陰
欝
な
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
朗
な
も
の
は
「
照
り
も
せ
す
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
野
の
お
ぼ
ろ

月
夜
に
し
く
も
の
は
な
し
」
の
歌
の
如
く
、
鮮
閉
と
は
違
つ
た
、
輸
廓
の
ぼ
か
さ

れ
た
閉
る
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
藤
原
時
代
に
於
け
る
女
性
的
な
る

優
美
と
称
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
日
典
　
　
　
雅

　
優
美
に
加
え
て
典
雅
を
考
え
る
。
こ
の
典
雅
は
貴
族
的
な
る
も
の
を
ま
た
そ
の

根
底
に
も
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
貴
族
性
即
ち
高
貴
性
で
あ
る
。
こ
の
典
雅
の
美

は
、
現
実
を
越
え
た
と
こ
ろ
の
理
想
化
さ
れ
た
美
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ

の
理
想
化
の
美
の
中
に
は
、
静
か
な
、
奥
ゆ
か
し
さ
を
も
つ
美
が
あ
る
と
考
え
ら

机
る
。
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こ
の
奥
ゆ
か
し
さ
は
、
糖
練
に
精
練
を
加
え
ら
れ
た
も
の
即
ち
時
代
を
経
過
し

て
来
た
も
の
で
、
外
来
の
美
術
も
時
代
を
経
て
、
藤
原
時
代
に
至
つ
て
国
風
化
し

た
こ
の
奥
ゆ
か
し
い
美
を
新
し
く
創
造
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
美
が
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、

が
て
次
代
の
鎌
倉
、
室
町
時
代
と
な
づ
て
、
わ
び
、
さ
び
の
美
に
発
展
し
て
、
愈

々
我
国
特
有
の
美
を
形
欧
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
優
美
に
つ
い
て
「
お
ぼ
ろ
月
夜
・
・
－
－
」
の
美
を
藤
原
時
代
の
優
美
に
考
え
た
よ

う
に
、
こ
の
奥
ゆ
か
し
さ
も
、
決
し
て
明
瞭
な
も
の
で
は
な
い
。
非
常
に
含
蓄
の

あ
る
も
の
で
、
所
謂
見
せ
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
く

、
見
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
㌧
中
に
見
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
も
つ
、
と
い
う
情

趣
的
で
拝
情
的
な
も
の
を
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
奥
ゆ
か
し
さ
は
、
運
動
即
ち

動
き
が
静
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
共
に
色
彩
に
於
い
て
も
、
騒
々
し
い
色
彩
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

は
な
く
、
、
と
い
つ
て
重
苦
し
い
色
彩
で
も
な
く
、
こ
の
両
極
端
に
走
ら
ぬ
、
中
庸

、
　
、

の
美
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
貴
族
の
杜
会
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、

女
性
的
な
る
も
の
の
美
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
う
し
た
説
明
を
二
言

に
し
て
い
え
ば
、
静
閑
性
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
藤
原
時
代
の
女
性
的
な
る
も
の
の
美
と
し
て
優
美
と
典
雅
を
あ
げ
た
が
、

　
　
　
、
　
　
、

之
を
叉
優
雅
と
い
う
こ
と
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　
　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
　
本
稿
は
日
本
美
術
史
に
於
け
る
女
性
的
な
る
美
の
考
察
に
当
つ
て
、
先
づ

　
藤
原
時
代
を
考
え
た
が
、
次
ぎ
は
元
藤
時
代
に
及
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て

　
そ
の
連
関
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
本
稿
は
「
女
性
的
な
る
美
」
の

　
前
編
で
あ
る
。
藤
原
時
代
の
美
術
に
つ
い
て
は
、
私
の
見
学
し
た
日
誌
か
ら

そ
の
一
部
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
京
都

大
学
留
学
中
に
、
源
豊
宗
教
授
の
お
指
導
を
受
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
深
く

感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
四
、
一
I
O
、
一
七
）
．




